
 

大畑美紀議員 

 
大
畑 

児
童
虐
待
防
止
法
の
改
正
後
も
児
童
虐
待
事
件
は
後
を

絶
た
ず
、
い
ま
、
１
週
間
に
一
人
の
子
ど
も
が
虐
待
で
亡
く
な
っ

て
い
る
。
事
件
や
相
談
件
数
の
陰
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
助
け
を

必
要
と
し
て
い
る
親
子
が
存
在
し
て
い
る
。 

①
本
市
の
虐
待
の
実
態
と
課
題
は
。 

②
本
市
の
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
で
は
、 

虐
待
防
止
の
た
め
の
事
業
を
掲
げ
て
い
る
が
成
果
は
。 

③
親
や
家
族
へ
の
支
援
は
ど
う
か
。 

④
子
ど
も
権
利
条
約
を
子
ど
も
自
身
が
よ
く
知
り
、 

権
利
行
使
で
き
る
よ
う
に
市
が
取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

 

答
弁 

松
田
福
祉
保
健
部
長 

①
児
童
課
併
設
の
家
庭
相
談
室
に
、
専
任
の
家
庭
相
談
員
２
名
、

兼
任
職
員
２
名
を
配
置
。
通
告
相
談
件
数
は
、
年
々
増
加
し
て
い

る
（
19
年
度
75
件
、
20
年
度
83
件
、
21
年
度
１
１
０
件
）
。
警

察
と
立
ち
入
り
調
査
を
行
う
よ
う
な
事
案
は
な
い
が
、21
年
度
は

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
７
件
の
一
時
保
護
を
行
っ
て
い
る
。 

課
題
は
、
家
庭
内
で
の
行
為
の
た
め
、
発
見
が
難
し
い
こ
と
や
、

行
政
か
ら
の
介
入
が
拒
ま
れ
る
状
況
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
一
時

保
護
所
や
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
が
不
足
状
況
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。 

大
畑
美
紀
議
員
の
一
般
質
問 

●
一
般
質
問
は
裏
面
に
も
あ
り
ま
す
。 

②
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
育
児
相
談
や
情
報
提
供
を

行
い
、
21
年
度
は
の
べ
３
万
３
千
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

保
育
園
で
も
ほ
ぼ
毎
月
園
開
放
を
行
い
、
子
育
て
の
悩
み

や
疑
問
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
で
乳
児
宅
を
訪
問
、
健
診
を
受
け
て
い

な
い
児
童
の
家
庭
へ
は
母
子
推
進
員
や
民
生
児
童
委
員

が
訪
問
し
て
い
る
。
支
援
が
必
要
と
な
る
世
帯
へ
は
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
虐
待
の
発
生
を
予
防
し
て
い
る
。 

③
「
廿
日
市
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
を
設
置 

早
期
発
見
や
的
確
な
保
護
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
。
継
続
支
援
が
必
要
な
家
庭
は
、
ケ
ー
ス
会
議
を
開
き
、

チ
ー
ム
で
見
守
っ
て
い
く
。 

④
子
育
て
環
境
を
整
え
る
こ
と
や
、
地
域
や
母
親
同
士
の

支
援
策
に
よ
っ
て
、
好
ま
し
い
親
子
関
係
が
育
ち
、
児
童

虐
待
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
子
ど
も
の
権
利
条
約

の
精
神
を
十
分
に
理
解
し
て
業
務
に
反
映
し
た
い
。 

 

答
弁 

今
橋
教
育
長 

④
学
校
現
場
で
は
、
お
互
い
を
大
事
に
す
る
人
権
尊
重
の

精
神
、
思
考
力
・
判
断
力
を
養
い
た
い
。 

 
◆国連子どもの権利委員会は、今

回新しく「驚くべき数の子どもが

充足感の低さを訴えている。」と

日本政府に是正勧告をしました。 

勧告では、親子関係の崩壊の原

因を「仕事と子育ての両立の困難

さ」「競争主義的教育制度が与え

るプレッシャー」「貧困（特にひ

とり親家庭）」などとし、家庭の

貧困については、「経済政策及び

財政政策が給与カットや、男女間

の賃金格差、子どもの保育及び教

育に関する私費負担の増加をも

たらし、親、特に母子家庭に影響

を与える」と指摘。企業の社会的

責任や、教育システムの変革の必

要性にも言及しています。 

９月議会報告 
９月１４～２９日 

 

過疎地域自立促進計画
（吉和・宮島地域）の新計画 

植木京子議員が決算特別委員長に 
 21年度決算を審査する10人の委員が
決まり、植木京子委員が委員長に選出さ

れました。 
委員会は 11 月 10・11 日です。ぜひ

傍聴にお越しください。 

臨
時
議
会
（
８
月
18
日
） 

 

一
般
会
計
補
正
予
算 

 

今
年
の
５
月
・
７
月
の
大
雨
に
よ
る
災

害
箇
所
の
復
旧
事
業
等
の
補
正
予
算
案

が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

法
面
が
崩
壊
し
た
氏
森
川
（
光
が
丘
）

の
復
旧
工
事
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

新
は
つ
か
い
ち 
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子どもの権利条約の精神を広く 
 

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
（
過
疎
法
）
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
期
限
が
27
年
ま
で
延
長
さ

れ
、
過
疎
債
が
ソ
フ
ト
事
業
に
も

充
当
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
過
疎
地
域
の
吉
和
・
宮
島
地

域
を
対
象
と
し
た
計
画
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。
計
画
に
は
、
生
活

交
通
確
保
事
業
・
観
光
振
興
事
業

な
ど
60
事
業
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 ▼
過
疎
対
策
事
業
債
（過
疎
債
） 

 

充
当
率
は
原
則
１
０
０
％
で
、
元
利

償
還
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
70
％

が
交
付
税
措
置
さ
れ
ま
す
。 

弁
護
士
が
対
応
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
を 



 

大
畑 

本
年
、
国
土
調
査
法
等
が
改
正
さ
れ
、
全
国
的
に
な

か
な
か
進
ま
な
い
地
籍
調
査
を
促
進
す
る
方
向
が
示
さ
れ

た
。
本
市
の
調
査
も
当
初
の
予
定
よ
り
遅
れ
て
お
り
、
体
制

を
強
化
し
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

①
本
市
の
地
籍
調
査
が
遅
れ
て
い
る
原
因
は
。 

②
国
に
十
分
な
費
用
負
担
を
求
め
る
と
と
も
に
、
人
的
体
制

を
強
化
し
地
籍
調
査
の
進
度
を
速
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

③
廿
日
市
地
域
の
調
査
の
必
要
性
は
。 

答
弁 

眞
野
市
長 

①
広
域
に
わ
た
る
事
業
で
、
す
べ
て
の
所
有
者
か
ら
の
同
意

受
諾
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
多
大
な
時
間
と
労
力
を
費

や
し
て
い
る
。
不
在
地
主
の
増
加
や
、
過
剰
な
権
利
意
識
な

ど
で
境
界
確
定
に
至
ら
な
か
っ
た
り
、
既
存
資
料
と
現
地
の

不
整
合
な
ど
に
よ
り
、
事
前
調
査
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
、

進
捗
を
阻
害
す
る
要
因
も
多
い
。 

②
国
の
施
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
予
算
の
獲
得
や
自
治

体
の
負
担
軽
減
が
図
れ
る
制
度
の
改
善
を
強
く
要
望
し
た

い
。
ま
た
、
人
材
の
計
画
的
な
育
成
で
進
捗
の
向
上
を
図
り

た
い
。 

③
廿
日
市
地
域
の
地
籍
調
査
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る

が
、
市
街
地
は
、
開
発
や
土
地
取
引
等
で
、
精
度
の
高
い
地

図
が
数
多
く
法
務
局
に
集
積
さ
れ
て
お
り
、
当
面
は
、
山
間

部
の
調
査
を
優
先
し
、
佐
伯
・
吉
和
の
調
査
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。 

大
畑 

下
水
道
事
業
は
設
備
投
資
に
多
額
の
費
用
が
か
か

る
一
方
、
受
益
者
負
担
金
（
分
担
金
）
の
滞
納
が
増
え
て
お

り
、
計
画
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
下
水
道
計
画
区
域
外

や
区
域
内
で
も
管
路
整
備
が
当
分
先
に
な
る
と
こ
ろ
は
、
河

川
・
農
業
用
水
の
汚
染
防
止
策
が
必
要
で
あ
る
。 

①
見
直
し
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。
津
田
処
理
区
の
計
画
は

ど
う
か
。 

②
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助
対
象
地
区
と
補
助
額
を

増
や
す
考
え
は
。
ま
た
、
保
守
点
検
、
法
定
検
査
に
つ
い
て

疑
問
の
声
が
多
い
。
市
民
へ
の
周
知
徹
底
を
。 

答
弁 

永
尾
副
市
長 

①
早
期
の
運
用
開
始
、
費
用
対
効
果
、
経
営
的
な
視
点
な
ど

を
基
本
に
見
直
し
を
行
う
。
津
田
処
理
区
は
、
新
た
な
処
理

区
の
確
保
や
処
理
施
設
の
建
設
、
管
路
整
備
な
ど
に
多
額
の

事
業
費
と
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
等
か
ら
、
友
和
処
理
区
と

津
田
処
理
区
を
統
合
し
て
効
率
的
な
整
備
を
行
な
い
た
い
。 

②
補
助
対
象
地
域
は
、
下
水
道
整
備
計
画
と
整
合
を
図
る
必

要
が
あ
り
、
国
、
県
の
補
助
制
度
の
動
向
や
本
市
の
財
政
状

況
に
応
じ
て
対
応
を
検
討
し
た
い
。
保
守
点
検
、
法
定
検
査

は
、
十
分
周
知
し
た
い
。 

 

大
畑 

佐
伯
地
域
峠
地
区
か
ら
、
現
在
は
四
季
が
丘
入
り

口
ま
で
、
廿
日
市
環
状
線
が
完
成
し
た
と
し
て
も
、
環
状

線
宮
内
側
入
り
口
ま
で
は
県
道
が
１
本
あ
る
の
み
で
、
迂

回
路
が
な
い
。
迂
回
路
の
確
保
を
ど
う
考
え
る
か
。 

ま
た
、
県
道
虫
道
廿
日
市
線
の
玖
島
、
泉
水
地
区
か
ら

原
、
川
末
地
区
ま
で
の
区
間
の
う
ち
、
約
４
分
の
３
は
現

在
も
車
両
通
行
で
き
る
。
全
線
車
両
通
行
で
き
る
よ
う
道

路
改
良
の
可
能
性
は
。 

 
 答

弁 

原
田
建
設
部
長 

迂
回
路
と
し
て
は
、
玖
島
か
ら
湯
来
を
経
由
す
る
方
法
、
渡

ノ
瀬
ダ
ム
か
ら
大
野
へ
回
る
方
法
が
あ
る
。
現
在
、
県
道
栗
谷

大
野
線
の
松
ヶ
原
地
区
に
バ
イ
パ
ス
工
事
が
進
ん
で
お
り
、25

年
度
に
完
成
予
定
で
あ
る
。 

県
道
虫
道
廿
日
市
線
の
原
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
元
地
権
者

の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
一
時
休
止
と
な
っ
て
い
る
。
原
地
区
の

道
路
整
備
は
、
国
道
４
３
３
号
整
備
完
成
の
目
処
が
た
っ
た
時

点
で
、
県
道
虫
道
廿
日
市
線
の
再
開
の
調
整
を
し
た
い
。 

原
、
川
末
か
ら
玖
島
、
泉
水
の
区
間
は
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
は
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
通
行
不
能
区
間

は
高
低
差
が
大
き
く
急
峻
で
、
ト
ン
ネ
ル
の
検
討
が
必
要
に
な

る
な
ど
、
長
期
的
課
題
で
あ
る
。 

県道虫道廿日市線 川末・泉水間 
泉水峠の道路改良を 

 ★
県
道
２
９
４
号
虫
道
廿
日
市
線 

起
点
は
佐
伯
地
域
の
虫
所
山
虫
道
で
、
県
道

本
多
田
佐
伯
線
と
接
続
、
終
点
は
可
愛
の
榎
浦

橋
東
詰
で
、
国
道
２
号
と
接
続
し
て
い
ま
す
。 

泉
水
峠
を
通
る
約
４
㎞
の
区
間
は
、
か
つ
て

は
、
牛
馬
も
利
用
し
盛
ん
に
人
や
物
が
行
き
交

っ
て
い
ま
し
た
。
太
田
洋
子
の
「
屍
の
街
」
に

は
、
玖
島
の
人
々
が
、
戦
後
、
泉
水
峠
へ
台
風

の
後
片
付
け
に
出
か
け
る
と
い
う
く
だ
り
が

あ
り
ま
す
。
現
在
も
、
約
３
㎞
は
比
較
的
平
た

ん
で
、
車
両
通
行
で
き
ま
す
。
川
末
側
の
約
１

㎞
は
山
道
で
徒
歩
で
な
い
と
通
れ
ま
せ
ん
が
、

バ
イ
ク
で
踏
破
す
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。 

大
正
時
代
に
は
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
計
画
も

あ
り
、
原
地
区
に
そ
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

下
水
道
計
画 

津
田
処
理
区
は 

 ◆
地
籍
調
査
担
当
職
員
は
、
現
在
佐
伯
支
所
に
専
任
３
人
、
再
任

用
１
人
、
兼
任
１
人
で
す
。
平
成
15
年
に
は
吉
和
・
佐
伯
支
所
合

わ
せ
て
８
人
の
専
任
職
員
と
２
人
の
臨
時
職
員
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
調
査
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
、
土
地
の
事
情
に
詳

し
い
人
が
亡
く
な
っ
た
り
、
不
在
地
主
が
増
え
た
り
と
、
調
査
が

困
難
に
な
り
ま
す
。
国
土
調
査
で
す
か
ら
、
人
件
費
や
調
査
に
か

か
る
費
用
な
ど
国
が
責
任
を
持
っ
て
支
援
す
べ
き
で
す
。 

大畑美紀議員の一般質問 

 

 

●一般質問は表面もご覧ください 地籍調査の進度を速めよ 
 

 

 


